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 こうべ環境未来館企画運
営委託業務の中に、ビオト
ープの整備・維持管理・観
察会に関する業務という項
目がありました。４月３０
日の企画運営業務委託団体
審査会の席で、我々と一緒
に審査を受けられたＮＰＯ
法人はビオトープについて
は全く知識がない、これか
ら勉強して取り組みたいと
説明があり、これに対して
グループ わ は、環境部会
でしあわせの村ビオトープ
の維持管理を手がけてお
り、またビオトープに関わ
っている会員もたくさんい

ることを説明して、これで
業務委託を受けるのに、少
しは有利になったなと感じ
ました。 
 業務委託先がグループ
わ に決定して、ビオトープ
づくりについて行政側と相
談した結果、ビオトープ講
座形式で一般市民から受講
者を募り勉強をしながら、
市民の手づくりのビオトー
プを造ろうと決定し『みんみんみんみん
なでつくろう、みんなのビなでつくろう、みんなのビなでつくろう、みんなのビなでつくろう、みんなのビ
オトープ！！みんなと一緒オトープ！！みんなと一緒オトープ！！みんなと一緒オトープ！！みんなと一緒
にビオトープづくりを実践にビオトープづくりを実践にビオトープづくりを実践にビオトープづくりを実践
し、豊かな自然を再生しよし、豊かな自然を再生しよし、豊かな自然を再生しよし、豊かな自然を再生しよ
う！う！う！う！』というキャッチフレ

ーズで、今年度は６月１９
日、７月１０日・２５日、
８月８日・２８日、９月１
２日、１０月９日、１１月
１３日に実施する連続講座
（途中からの参加可）とし
て受講生を募集し、ビオト
ープづくりが始まりまし
た。 
 第１回の講座には、４６
名の参加者があり、活動事
例発表などでビオトープの
勉強をした後、これから造
るビオトープのコンセプト 
①市民と行政による長期的
視点での手づくりのビオ
トープ 

②リユース・リサイクルに
よるビオトープ 

③市民が楽しめ生き物に触
れ合える場の提供 

④地域の動植物、出所のは
っきりした生き物の移入 

次ページに続く 

環境功労賞受賞
 グループ わ はこのたび
多年にわたる里山やビオト
ープなどの保全活動や地域
における環境学習活動に積
極的に取り組み地域の環境
保全の向上に貢献したなど
の事績を認められ、神戸市
環境功労賞を受賞すること
になり、１０月１６日
(土)、午後１時からしあわ
せの村研修館ホールで開か
れた表彰式で赤司松美グル
ープ わ 代表が矢田立郎神
戸市長から賞状と副賞を授
与された。 
 また個人として生環４期
の西田金重さんが多年にわ
たるケナフ栽培を通じて環
境保全教育に貢献した実績
を顕彰されて同じく神戸市
環境功労賞を受賞した。 

小さな池に託す大きな夢

ゼロから始めたビオトープ作り 
こうべ環境未来館 

企画運営担当 生３-垂 中島 洋吉

↑
賞
状
と
→
副
賞 

↑市長から賞状を受ける代表 
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前ページより続く 

⑤雨水利用や自然エネルギー
（太陽光・風力）を活用し
た環境にやさしいビオトー
プ 

の５項目を確認して、これか
らつくる場所を観察した上で
６グループに分かれて、ビオ
トープのデザインを競い、子
どもを含むチームのアイデア
が投票より採用決定し、更に
参加者全員の思いを加えたも
のを最終デザインとして広場
に白線引きをし、鍬入れを行
って第１回の講座を終了しま
した。 
 とても人力だけで白線内の
土を掘り出すことは不可能と
考え、赤司代表に次回までの
間に油圧ショベルによる荒掘
りをお願いしました。 
 ２回目は３５名の人が参
加、雨が降ったり止んだりの
天候の中で、荒掘りしてあっ
たところに、三ツ星ベルトの
人の指導で、ゴムシートが張
れる状態に仕上げる「のり
面」作りやビオトープの形状
作りに、硬化剤のセメントや
岩石の入った硬い土と、汗と
雨にびしょ濡れになりながら
格闘して、ゴムシートが張れ
るところまで形を整えること
が出来ました。最初はとても
無理だと思っていましたが、
集団の力の凄さを見せ付けら
れた一日でした。 
 第３回目は子ども１５名を
含む７５名の人が参加して、
ビオトープの形状や底を整え
た後、三ツ星ベルト提供のゴ
ムシートを張り、ゴムシート
の上を押部谷の農地から運ん
だ畑の土で覆いました。 
 猛烈な炎天下、皆でバケツ
リレーによる土運びや、石拾
いなどをしたお陰でビオトー
プらしい原型が出現したとき
は、皆で拍手喝さいしまし
た。人が力を合わせれば、

大抵のことは出来るのだとひ
しひしと感じた一日でした。 
 第４回目もカンカン照りの
中、４０名の参加者があり、
その中にはフランスからの留
学生の姿もありました。この
日は水循環用の水路、オーバ
ーフロー用水路の二つの水路
作りと、枕木を利用した観察
デッキと渡り橋作り、池の中
に浅い所と深い所を作る土入
れ作業と、ハードな作業を汗
だくになりながら完了させ
て、池に始めて環境未来館の
地下水槽に溜めてある雨水を
注入しました。この日は作業
している我々の上を何匹かの
トンボが、あたかも棲家を偵
察しているかのように飛んで
いました。何年か先には、き
ょう作った水循環用水路にホ
タルが乱舞する姿を夢見なが
ら、立派なビオトープに育っ
て行くことを願いながらハー
ドな一日の作業を終えまし
た。 
 第５回目は３０名の参加
で、前回作った水循環水路と
オーバーフロー水路にゴムシ
ートを張り、その上を土で覆
い、水循環ポンプ駆動用の太
陽光・風力発電設備の据付配
線工事（ワット神戸の皆さん
がボランティアで作業）を行
った後、神戸層群の白っぽい
土の上を、茶色の山土で覆う
作業を総出で行い、すっかり
見違えるようなビオトープに
仕上がりました。事前に木津
駅周辺の明石川上流から採集
したガマと布施畑のため池か
ら採集したヒシを池の中に移
入し、また、当日藍那付近か
ら採集して持参してくださっ
たイやコナギも池の周辺に移
植。いよいよ周辺の仕上げを
しながら、動植物の移入作業
を行っていくところまできま
したので、移入作業をスムー
ズに行うために、基本的な移

入の制約事項と、完成後のビ
オトープの管理に付いて、作
業でくたくたの体に鞭打って
確認の学習を行って第 5 回講
座を終えました。前回水を張
っておいたビオトープには、
既にヤゴやミズスマシ、ハイ
イロゲンゴロウ、マツモムシ
などが確認でき、自然のすば
らしさを皆で味わった一日で
した。 
 第 6 回は３４名が参加し
て、動植物の移入ルールの確
認をした後、前もって下見を
して、地域の人の了解を得て
おいた明石川支流や木津駅周
辺のため池、雑木林などに出
かけ、グループ わ の植物に
詳しい人達の説明を受けなが
ら、予定時間のオーバーも忘
れて多くの和種の植物を採集
して帰り、ビオトープの周辺
に移植しました。動物の移入
は急がず、しばらく自然のま
ま放置しておいて、状態の変
化を記録しながらゆっくりベ
ースで行っていきます。 

 第７回は台風の襲来で講座
はお流れになりましたが、１
～６回までに参加していただ
いた多くの人々の汗と労力に
加え、講座と講座の間で何回
も臨時の作業をして頂いた、
グループ わ の本部の皆さん
のお陰で立派なビオトープに
完成しつつあります。全く何
もなかった更地に、本職の造
園家が作れば簡単に出来たか
もしれませんが、素人の市民
が手づくりのビオトープを作
った、ということに大きな意
義があり、このビオトープ
が、これからビオトープを作
りたい人や、ビオトープを勉
強したい子どもたちに利用し
てもらえる場として、造成の
記録や動植物の移入記録、講
座で配布した資料などを整備
し、ビオトープに関する図書
も増やして、神戸のビオトー
プの拠点になるよう進めてゆ
きます。愛好会の結成も考え
ています。皆さんもぜひ一度
見にきてください。◆ 

水循環ポンプ駆動用の太陽光・風力発電設備 
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♪ 主催側として ♪ 
行動へ移してこそ 

国6-本 黒田 宏
昨年に続きことしも音
楽療法講座を開催するこ
とになり、9 月６、１３、
２１日の３日間にわたっ
てＫＳＣ音楽教室で実施
した。ことしは助成金を
受ける条件として一般市
民からの参加が必要とな
り、一般市民２０名、在
校生７名、グループ  わ
会員２９名、合計５６名
の受講者があった。 
 第 1 回のときもそうで
あったが、今回も音楽療
法に対する関心が非常に
高く、受講者の熱意を感
じた。例えば受講理由と
して「音楽は癒しの基本
的手段」と記載した人も
あった。ほとんどの受講
者はすでに各施設でボラ
ンティア活動を行なって
おり、自分達の活動をさ
らにレベル・アップする
目的で音楽療法について
学び今後に活かすためと
考えられる。初日の前半
は緊張気味であったが、
ワークとロールプレーで
は全員が楽しくまた真剣
に取組んでいた。 
 アンケートでは「この
講座が施設と言う特定の
場所において音楽による
対象者との関わり方だけ
でなく、例えば家庭内に
おける子どもとの接し
方、夫婦間の会話にも役
立つ」と述べている参加
者もいた。確かに「受
容」、「同質の原理」と言
う基本はまさにこれを表
しているものと思う。ま
た多くの受講者からこの

講座を今後も続けて欲し
いと言う要望があった。 
 受講者の中からは、講
師が実際にしあわせの村
内で音楽療法を行なって
いる施設の見学をしたい
という申し込みがあり、
その熱心さが伝わってく
る。ある病院で通訳ボラ
ンティアを行なっている
グループの標語に“Love
is service translated into
action.”と言うのがあっ
た。まさに学ぶだけでな
く、行動に移すことが本
当の支援であり愛である
と思う。カレッジの卒業
生で「百言は一行に如か
ず」と言った方がおられ
たとのこと。 
 受講者の皆さんの今後
のご活躍を祈願していま
す。 

♪ 受講者として ♪
音楽はバリアフリー

の共通語 
生１-環 小島 哲

 第１回講座には人気の
枠に押し出されて落選、
２度目の今回はぜひと
も、の思いを込めて応募
理由に知恵を絞った。次
のコメントだ： 
「音楽こそバリアフリー
の共通語。『癒し』のキー
ポイントになる力であ
り、心の栄養素､サプリメ
ントです。ボランティア
を含む人間関係の構築に
は欠かせない要素と思い
ます」 
 ９月、しあわせの村に
関係する音楽療法士３名

から子ども、成人、高齢
者を対象にした３講座そ
れぞれの音楽セラピーの
理論と実践について、有
意義かつ楽しく学習。応
募理由に挙げた仮説？を
予期以上の実りに結びつ
けることができ、企画・
運営関係者と各先生に感
謝している。 
 わ の友愛訪問活動が開
講のきっかけとなり、目
的はボランティア活動の
レベル・アップと言う。
ＴＶや新聞・雑誌に音楽
療法の話題が登場するこ
とが多くなった。その内
容は専門家への道筋を示
すものか、一般的な知識
を情報として提供するも
のかに偏っているように
思う。その点、今回の講
座のあり方は実践活動に
重きを置いた、直ちにス

キル・アップに繋がる有
意義なものであろう。 
 音楽療法は「ひと｣と
｢ひと｣の間にある人間ら
しい観点から、高齢者、
障害者(児)、子ども、健常
者、さらには教育や民族
の違いなど、障壁を少し
でも低くする上で、また
癒しのエネルギー源とし
て音楽に光を当ててい
る。今後ますます注目さ
れる領域であり、理論的
にも各種データを積み重
ねての充実が予想され
る。 
 主催の わ には、ホッ
プ・ステップ・ジャンプ
の第３回音楽療法講座の
開催が、どのような内容
で実施されるか、大いに
楽しみにし、期待してい
る。 

◆ 

第２回音楽療法講座

鳴子を鳴らして健康体操 

リズミカルにお餅付き 
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●真愛ホーム 福祉部員は
定例活動である親愛ホーム
の入浴後の整容、クッキー
の会は手作りクッキー持参
での施設への友愛訪問、み
くら作業所の子供たちとカ
レッジの料理教室で型ぬき
クッキーを作りました。➚ 

➚●たまも園 料理、パソ
コン、山歩き、プール、夏
祭りなどのボランティア、
滝谷ホーム宿直ボランティ
ア等等本当にご苦労様で
す。我々自身が年老いてい
く中でのボランティアなの
で福祉部だけの協力では大
変難しくなっています。! 

! 他の部の方々もあちら
こちらでボランティアをし
ていると思いますがどうか
福祉部の方へもお声をかけ
て下さい。 
●ダンスパーティー  
１０月は定例活動以外に
婦人会館で視覚障害者と
の第２回ダンスパーティ
ーのボランティアがあり
ます。主に社交ダンス部
の方々に協力をお願いし
ています。 
●いかり共同作業所 新
たにいかり共同作業所(兵
庫区西出町２-４-４)で毎
月曜日、４０食くらいの
昼食を作りのボランティ
ア（献立、材料調達は作
業所がする）の依頼があ
りました。２名を一組と
して８名でローテーショ
ンを組んだらうまくいく
かなぁ。これも協力が頼
りですのでよろしくお願い
申し上げます。 

●村内施設との交流会 昨
年９月に行ったしあわせの
村の施設の方々との交流会
はこちらからの出前訪問と
言うことで文化部の協力を
得る試みで行うことにし、
夏のうちに井上理事、芝野
文化部長と 3 人で各施設を
まわりました。 
●クッキーの会 森岡さん
は１０月は竹炭入りのクッ
キーを焼いてみるとのこと
ですので評判を聞いてみる
ことにします。 
●ひょうご子ども家庭福祉
団応援バザー １０月２９
～３０日、三宮勤労会館で
あります。準備は１０月２
８日、値札つけ１０月２０
～２７日。多くの人手がい
り、福祉部だけでは無理な
のでいろいろな機会で協力
をお願いしています。 
●１１月の福祉部会 １１
月１９日（金）です。 
(福祉部会長 芦原 耐子）

親愛ホームでの夏祭りの介助風景 

表彰を受けました 
 平成１６年９月８日
(水)、神戸文化ホールにお
いて開催された平成１６
年度神戸市社会福祉大会
において私たち「神戸市
立神出自然教育園支援グ
ループ・五園会｣が奉仕活
動団体の部で「神戸市社
会福祉協議会理事長感謝
状」と「表彰盾」を受賞
しましたのでご報告させ
て頂きます。 
 五園会はシルバーカレ
ッジ第５期園芸コースの
卒業生のボランティア・
グループです。活動はカ
レッジ在学中から行って
おりました。 
 在学中は３０名のメン
バーが大部分参加してお
りましたが、卒業後は１
８名の登録となり、活動
してまいりました。 

 卒業後３年も過ぎた最
近では体調面で参加が無
理などで７、８名前後に
減少してまいりました。 
 年間を通じての活動で
すが真夏の炎天下の作
業、真冬の北風の吹く中
での作業と大変さもあり
ますが、これからもメン
バーの揃う限り、体力・
体調の続く限り、この活
動を続けて行こうとはな
しあっているところで
す。 

(五園会世話役 田中 剛)

▲感謝状、表彰盾を前に五園会の皆さん(中央が田中世話役) 

 環境部会では来る１１
月６日（土）、“親子で集
まれ自然遊び塾・里山で
遊ぼう”のイベントの支
援活動準備を里山グルー
プを中心にはじめまし
た。 
 今回は外国人の親子の
参加も呼びかけていま

す。 
 多勢のご参加をお待ち
しています。問合せ先
グループ  わ  事務局ま
で。 

≪里山で遊ぼう≫イベントを支援 
親子で集まれ自然遊び塾
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  夏休みも終了間近い８
月２８日（土）、昨年同
様、兵庫県立人と自然の
博物館の大谷 剛先生を迎
えてしあわせの村研修館
とビオトープを中心に標
記の自然あそび塾が開か
れました。 
 ことしはベトナムの３
家族も含め、予定数を大
きく上回る３０家族（子
供５９人，大人３６人）
が、手に手に虫かご・捕
虫綱を持参して大会議室
も超満員の参加者にスタ
ッフも２０余名で対応し
ました。 
 最近の風潮として昆虫
採集を非難し「虫を殺す
標本づくりはもってのほ
か」という声が聞かれま
すが、子供時代に自然に
接し、昆虫を識ることで
生物の命の貴さも学べる
「昆虫採集・標本作り」
にするため大谷先生のお
話を聞き「必要以上に採
らない」と、６班に分か
れて採集コースに出かけ
ました。 
 暑すぎた夏はチョウの
成長に悪く、極端に数が
少ない年でしたが、この
日さらに台風の余波で風
が出て大型のアゲハチョ
ウなどほとんど姿を見せ
ません。それでも草原に
多いバッタ類、水辺に多
いトンボ類、樹木に多い
甲虫などに歓声を上げて
協力し合う親子連れ、誘
導するスタッフで賑ぎわ
いました。 
 実は前々日から昆虫集
めの餌付けを施しておき
ましたが、魚肉・ミンチ
肉を入れたトラップは猫

に荒らされていたし、い
ちぢく・バナナを酒や黒
砂糖で練った吊り餌は風
で乾き過ぎたり、効果が
なさそうでがっかりしま
したが、１時間ほど駆け
回って満足のいく昆虫採
集ができたようでした。 
 またこの日の特別イベ
ントで、ビオトープ内に
落ち葉ンクと称する堆肥
作りコーナーがあります
が、この中で昆虫の幼虫
が育ち、ゴミムシなどの
昆虫が住んでいるところ
を子供達に見せる予定で
した。 
 スタッフが大きなブル
ーシートを敷いて、朽ち
木混じりの堆肥をスコッ
プで掘り出し始めると子
供達も眼を輝かせて、余
り見られない昆虫や幼虫
を取り出しては、先生や
スタッフに名前を聞いた
りする内にカブトムシの
３齢の幼虫と教えられる
と、家に持ち帰って飼育
したいと親子で飼育方法
をたづねるなど、想像以
上の反響がありました。 
 せせらぎ付近の緑陰で
お弁当をすませて研修館
に戻った皆は、室内に展
示された多くの昆虫の標
本にくぎづけになりまし
た。この立派な標本箱
は、ビオトープグループ
の松本さんが２５年前に
作成された標本の一部と
いうことで、現在、希少
昆虫と報じられる昆虫に
もお目にかかることがで
きました。 
 先生も、捕まえた昆虫
を苦しませて死なせて捨
ててしまうより、感謝の

気持ちで標本に仕上げて
自分の宝にしなさい、と
いうことで標本作りが始
まりました。 
 説明どおり親子で取り
組める父親もいました
が、母親の場合は子供も
ギブアップしてしまい、
手伝うスタッフも慣れな
い標本作りを体験しまし
た。標本が完成した子供
達から順番に昆虫名の確
認が始まり、手元の図鑑
になければスタッフにた
ずね、さらに先生へたず
ねた結果、この日の標本
に仕上げられた昆虫の種
類は約６０種類にもなっ
たということがわかりま

親子で集まれ自然遊び塾

≪昆虫をさがして標本をつくろう≫実施報告
生３-環・ビオトープグループ 坪井 幸子

した。 
 ことしの自然塾は（外
国人の親子も参加し日本
の自然を知る）ですが、
３家族の子供達は日本育
ちか皆と一日を楽しんで
いましたが、母親達にベ
トナムの昆虫事情とか感
想を聞けばよかったと思
いました。 
 ビオトープグループと
しての自然塾参加は４回
目。年々盛会となって、
ことしは里山グループに
ご協力いただきました
が、わ の皆さんにもビオ
トープ活動に参加いただ
けたらと願っておりま
す。 

●阪神淡路大震災からや
がて１０年を迎えようと
するとき起こった新潟中
越地震の惨状は水害との
ダブルパンチで、現地の
方の気持を思うと堪らな
い。ＮＨＫの教育チャン
ネルとＦＭラジオが「ｘ
ｘさんからｘｘさんへ、
心配してます。連絡くだ
さい」というメッセージ
を延々と流した。疑問が
二つ、三つ。 
 自分の名前がいつ出る
か分らないこの放送をず
っと見続けるだけの余裕
が被災地の人にあるのだ
ろうか。 
 「連絡ください」と呼
び掛けている人は被災し
た人に（連絡という）オ
ネダリをしているという 

自覚を持たないのだろう
か。「被災地の人、私の
心配を取り除いて」とも
聞こえて仕方がなかっ
た。心配なら行けよ。 
 呼び掛ける方も掛けら
れる方も他府県なのにな
ぜ神戸のローカル局にも
流すのだろう。もしやＮ
ＨＫのパフォーマンス？
●わ のホームページの
各部・地区別活動記録を
見ると情ぎゃらに掲載し
ているのは実際に行われ
ている活動のほんの一部
でしかないことが分り、
無力感に襲われる。活動
は毎日なのに情ぎゃらの
発行は３ヶ月なのが疎に
なる一因でもある。どう
か皆さまの投稿で編集子
のシリを引っ叩いて頂き
たい。(サン) 

編 集 後 記 

別刷り入ってます 
ＫＳＣうたごえ大祭典、太陽光発電、会員相互

扶助についての詳しい説明とお願いもお見逃し

なきよう。 
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☆活動実績 

 文化部会では２４のボラ
ンティアグループが毎月活
発な活動を続けています。
その活動実績は、グループ
わ のホームページの「各
部・地区別活動記録」のペ
ージでご覧ください。 

☆今後の活動予定 
(１)フルーツフラワーパー

クでの行事協賛活動 
 １０月３１日(日)、日本
人および外国人の親子を集
めて、日本の伝統的な昔あ
そびを伝えるイベントに文
化部会が協力して、次の５
グループ約７０名が参加し
ます。 
! 折り紙・折染めグループ 
! 手芸グループ 
! なでしこ 
! マジックグループ 
! 昔あそび研究会 
(２)グループまたは個人に

よる毎月の活動 
 年内の予定は次の通りで
す。 
①シルバーハイツひよどり
台（北区）への友愛訪問 

１１月１０日(水)、 
! コーロＫＳＣ（歌唱） 
! 楽遊クラブ銀雅（銭太
鼓） 

１２月１日(月) 
! ＳＣハワイアンズ（ハ
ワイアンバンドとフラ
ダンス） 

②しあわせの村保養センタ
ーひよどり(北区)へのグ
リーンスクール講師 

１１月１２日(金) 
! 民芸細工 むかしあそ
び研究会：淡路忠義
他 

１２月１０日(金) 
! 手芸 
手芸グループ：岸
一恵 他 

 神戸市立フルーツ･フラ
ワーパーク隆盛化への協
力活動の一環として１０
月１０日(日)、いきがい部
会と本部スタッフがニュ
ースポーツの紹介・体験
アトラクションを行っ
た。ホテル棟ホールでは
シャッフルボード、バン
パー・プール、ダーツの
３種、ホテルの前庭では
スカイクロス、多目的広
場ではペタンクとグラウ
ンド･ゴルフを展開し、記
帳した利用者の総数は１
０００人を超えた。 

フルーツ･フラワーパーク

盛り上げに協力 

第１０回学園祭 
売り上げに協力 

☆ガイド・ボラ募集 
 有馬ガイドグループで
は、有馬温泉総合案内所
前で道案内等のガイドボ
ランティアを募集してい
ます。連絡は、 
横山（５８３-１２００）
中川（５８２-２２６２）
まで。 

 １０月１６日(土)、第１
０回ＫＳＣ学園祭が行わ
れ、グルー-プ わ は食文
８期の方々が主体で“カ
レー屋さん”を出店。隣
は今回で４回目になるＮ
ＧＯベトナム in KOBEが
ベトナム食品や揚げ立て
春巻きとベトナム・コー
ヒーを販売、出店申込み
や設営、販売に国際部会
員が裏方としててＮＧＯ
の収益増に協力した。 

▲子らはすぐ夢中になるからやらせていても楽しい 

▲カレー屋さん おいしい“わ”、開店早々から行列

▲出店４年目のガさん(左)、手際もなれたもので春巻きは完売 
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こんなボランティア 

浴衣の着つけ 
 ふれあい喫茶の支援に
行っているロングステー
ジＫＯＢＥ岡本から＂浴
衣の着つけ＂の依頼があ
りました。地域の盆踊り
大会に車椅子介護で参加
する若いスタッフの方達
の着つけです。 
 考えてみると私達も何
年も浴衣など袖を通して
いません。タンスの奥か
ら浴衣と帯を出して結び
方の練習に集まりまし
た。お互いがモデルにな
って帯の結び合いをし、
何とかできるだろうと言
うことになりました。 

 当日１０何名かのスタ
ッフに着つけをしまし
た。日頃のユニホーム姿
とは打って変わってほん
とうに日本人らしく美し
く、そして嬉しそうにゲ
スト（このホームでは入
居者の方をこう呼んでい
ます）の車椅子介護をし
て盆踊り会場へ参加され
ていました。 
 「こういうボランティ
アもあるのだなぁ」。私
達のほんの小さなことが
人さまにお役に立ってい
ると言うことを実感しま
した。ご一緒に参加して
いただいた４名の方、あ
りがとうございました。 
(音５-東 藤井 潤子)

３年続いている 

子らに銭太鼓の指導 
 ことしで３年目になる
銭太鼓の指導。六甲道児
童館の子ども達が年２回
の行事（敬老会とクリス
マス会）に出演するため
に教えに行っています。
1 回が４日間ぐらいで、
週一程度です。 
 文化部の銭太鼓、楽遊
クラブ銀雅のメンバー３
名で指導してます。 
 子ども達の覚えの早い
のに驚きます。音楽が流
れている日常生活の中で
音感がよいのでしょう
か。このメロディーには
この“振り”としっかり
と短期間に覚えてしまい
ます。 

 今回は小学２年生～５
年生まで１５名を指導し
ました。 
 始めたとき３年生の子
どもが５年生になってい
て、下級生に一生懸命教
えている姿がとても微笑
ましく思われました。 
 練習が終わった後に
「先生、分からへんこと
あるねん、教えてぇ」と
言ってくれる子どももあ
り可愛いですよ。 
 子どもたちの嬉々とし
た表情を見ますとずっと
続けたいのですが新しい
曲を考える銀雅の会長さ
んは大変です。お二人と
もご苦労様でございまし
た。 
(音５-東 藤井 潤子)

▼着る方も着せる方も嬉しそう 

▲銭太鼓だけでなく正座の仕方も身に付けている

北区ボランティア募集 
☆パソコン指導（ワー
ド､エクセルの指導…
初歩） 
対象：ワークホーム明
友（しあわせの村内）
の軽度の障害者（４～
５人） 
毎月第３水曜日 １３
時～１５時 
謝礼無し 
駐車券あり 

☆お年寄りの入浴後のお
世話 
対象：神港園入居者の
お年寄り（しあわせの
村内）  
毎週火曜日１３時～１
５時３０分 
謝礼有り 
駐車券有り 
 どちらも現在継続実施
中です、皆さん一緒にや
ってみませんか。 
 連絡先：北区会長 

淡路 忠義

神戸新空港 
見学は来春に延期 
 来る１１月中旬頃に予
定していた神戸新空港の
海上からの見学は丁度そ
の時期に見学船「おおわ
だ」がドック入りすると
の情報を神戸市より得ま
したのでやむなく延期す
ることに致しました。ご
了承下さい。 

 今後の予定は来年春ご
ろを予定しており、旨く
いけば空港島に上陸でき
るかも知れません。決ま
り次第改めてご連絡した
いと存じます｡ 
(中央区会長 杉野 好一)
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赤い羽根共同募金 
はじまる 
 恒例の共同募金が１０
月１日から全国一斉に始
りました。 
 ことしも兵庫区役所か
らの協力依頼で、会員９
名が台風一過の秋晴れの

 
午後、大勢の乗降客や買
物客が行き交うＪＲ兵庫
駅南口で募金の呼びかけ
を行いました。 
 共同募金は誰にでもで
きる身近なボランティア
活動です。まだお済でな
い方は是非ご協力を。
（兵庫区パンジーの会） 

▲募金を呼びかける会員 

▲赤い羽根をわたす宮城さん(音文２) 

▲募金を呼びかける吉岡さん(国際３) 

ググルルーーププ  わわ  のの行行事事計計画画  事事務務局局かからら  
－－０４年１０月～０５年３月－－－－０４年１０月～０５年３月－－－－０４年１０月～０５年３月－－－－０４年１０月～０５年３月－－    

（●行事／予定日／場所） 
●昔あそび 
０４年１０月３１日(日) 
フルーツフラワーパーク 
●里山で遊ぼう 
０４年１１月６日(土) 
シルバーカレッジ駐車場横 
●外国人への日本料理教室 
０４年１１月６日(土) 
シルバーカレッジ調理実習室 
●パソコン講座 ワードで年賀状を作ろう 
０４年１１月１５日(月)～１９日(金) 
シルバーカレッジ 
●ケナフから学ぼう地球温暖化 ケナフで紙すき 
・クリスマスカードを作ろう 
０４年１２月１８日(土) 
こうべ環境未来館 
●野鳥を観察して自然の大切さを学ぼう 
０５年１月３０日(日) 
こうべ環境未来館 
●炭焼き体験 
０５年３月４日(金) 
シルバーカレッジ 
●昔あそび 
０５年３月４日(金) 
シルバーカレッジ 
●パソコン講座 パソコン入門 
０５年３月２９日(火)～４月１日(金) 
シルバーカレッジ 
●パソコン講座 デジカメ画像処理 
０５年４月４日(月)～４月８日(金) 
シルバーカレッジ 
 皆さんの参加をお待ちしています。また知り合い
の方にも教えてあげて下さい。 
 情報ぎゃらりー 次回発行予定 １月末 皆さん
の投稿をお待ちしています。 

作品でも受賞 
 １０月５日(火)～同１０
日(日)の間県民ギャラリー
で開かれた第６回兵庫県
美術交流会・神戸展にお
いて江本 和嘉子さん(食文
７）の作品、押絵「鞍馬
の火祭り」(右)が神戸市長
賞を受賞しました。  
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垂水歴史散歩 
～福田川西域の神社仏

閣(文化財)を訪ねて～ 
（企画担当:安部 浩三）
①実施日時：１１月１２
日（金）ÅＭ９：３０～
１２：００頃。〔雨天の
場合（午前６時５０分頃
のＮＨＫテレビの天気予
報で降雨確率４０％以
上）の場合は１１月１９
日（金）に延期〕 
②集合場所：名谷あじさ
い公園、山陽バス垂水駅
東口～名谷駅線で「東名
谷」下車。 
名谷あじさい公園には無
料駐車場があります。 
③行 程：西名若宮神社
～方見堂～源平合戦供養
碑～ドロクッサン（五輪
塔）～明王寺～転法輪寺
～大歳神社（道程約４ｋ
ｍ）解散、バス停「奥
畑」あり。 
④案内人：井上 堅氏
（福祉８） 
⑤参加費用：￥２００
（資料代、行事用保険代
など）、当日徴収。 
⑥問合先： 
安部(生環８) 
℡&F ７５１-４８５７ 

研修見学会 
～阪神・淡路大震災を

忘れず、防災に生かし

ましょう！～ 
（企画担当:水澤 明）

①実施日時：１２月１０
月（金）ＡＭ１０：００
～１２：３０頃（約２時
間半観覧）． 
②集合壌所：人と防災未
来センターのロビーに１
０時までに集合。時間厳
守。 
③アクセス：鉄道：阪神

電鉄岩屋駅から南へ徒歩
約８分、ＪＲ灘駅南口か
ら徒歩約１０分。 
④参加費用：￥５００
（両館の入館料、行事用
保険など） 当日徴収。 
⑤その他：見学当日「緊
急不参加」の際は下記に

西区会のみなさんへ 

神出自然教育園支援

ボランティア 
 西区会では地域におけ
るボランティア活動の中
心事業として神出自然教
育園で農園芸作業の支援
活動を行っています。 
 園芸の好きな方もそう
でない方もみんな一緒に
和気あいあいに作業して
います。 
 一人でも多くの皆さん
の参加を待っています。 
☆ 作業内容 草花の鉢
上げ、植え替え、各種野
菜の植え付け、土作り、
畑の除草などのうちでき

るだけ身体の負担になら
ない作業を受け持つよう
にお願いしています。 
☆ 支援日 毎月第４火
曜日午前１０時～午後２
時３０分 
☆ 連絡 参加しようと

思われる方は前日までに
世話人または区会長まで
ご連絡願います。 
 世話人 片濱 勝好 
 ℡ ７９３-５７１６ 
  区会長 松岡 泰彦 
 ℡ ９９４-５２３９ 

ボランティアコーラ

スの会 
 西区会では会員相互の
交流とボランティア活動
の一端として、コーラス
の会を作っています。時

電話連絡願います： 
 水澤 明 
(携帯０８０-１４３４-
８６０５）まで。 
⑥問合先： 
水澤(生環７) 
℡&F ７８１-０９９８ 

◆ 

には老人施設を訪問して
います。 
 この会に入って初めて
コーラスを始めた方が半
数ほどいますが楽しく歌
の練習をしています。皆

さんもご一緒にどうぞ。 
☆ 練習日 原則として
毎月第２・第４土曜日
１０時～１２時 第４土
曜日は先生(渡邊先生）
の指導を受けています。 
☆ 場所 主として学園
西町４団地集会所。（地
下鉄学園都市駅から西北
に徒歩６～７分） 
☆ 歌のレパートリー 
童謡・唱歌を２部合唱で
練習 
☆ 問合せ 
梶谷 道子 
℡ ７９１-４１７２ 
神林 幹夫 
℡ ９９１-６５５７ 

 ボランティア大会 
 次のボランティア大会
は平成１７年１月中旬
(日曜)を予定していま
す。 

垂水区花 ゼラニウム

▲西区永栄園での演奏会。好評で再訪を求められた。

▲神出自然教育園での農園芸作業



    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
＜設備の概要＞＜設備の概要＞＜設備の概要＞＜設備の概要＞    
    

太陽光発電 仮称名     KSC KSC KSC KSC The Sun-Shine発電所    

最大出力容量    ５.４ＫＷ （年間推定発電量 約６,０００Ｋｗｈ）    

発電システム    
独立電源システム(発電電力は、神戸市シルバーカレッジの消費

電力の一部となります)    

設 置 場 所    神戸市シルバーカレッジ事務局の屋上    

付 帯 設 備 
発電表示板・発電設置システムの表示板 
・基金拠出者の銘板 

 
設置工事完了予定：平成１６年１２月末日 

 

カレッジ事務棟

接続箱

太陽電池

パワーコンディショナ

テレビ パソコン

エアコン
照明

動力配電盤

商用系統電力

完成予想図


